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平成 20 年度当初予算 

平成20年３月２４日 

１ 予算編成の基本的方向 

 

 

 

 

 

２ 予算の規模 

 

 

一般会計 4,936億円 （対前年度当初比 137億円減、▲2.7%） 

 

特別会計 2,116億円 （対前年度当初比 119億円増、＋6.0%） 

 

企業会計  296億円 （対前年度当初比   12 億円減、▲3.9%） 

     

              ※企業会計は収益的支出および資本的支出の合計を示しています。 

 

３ 予算のポイント 

①『滋賀県基本構想 ～未来を拓く共生社会へ～』の実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略１ 

人の力を活かす 

基本理念：未来を拓く共生社会
3 つの戦

略を着実

に推進 

戦略２ 

自然の力を活かす 

戦略３ 

地と知の力を活かす 

財政再建を進める中にあっても 

生命と暮らしを守り、次世代を育成する 

社会で子育て 

多様な協働を推進 

地球温暖化に対応 

琵琶湖の再生保全 

戦略的な企業誘致 

滋賀の魅力の発掘・発信 

基本構想 

① 『滋賀県基本構想 ～未来を拓く共生社会へ～』の実現を目指す施策の推進 

 

② 持続可能な財政構造への転換を図るため、財政健全化に向けた着実な取り組み 

資料１ 
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②財政健全化に向けた着実な取り組み 

 

 

 

 

収支見通しの状況と財源不足への対応   

〈単位：億円〉 

 

歳入
4,753

県税 1,790
地方交付税 963
県債
うち臨時財政対策債

186

歳入
4,820

県税 1,870
地方交付税 960
県債
うち臨時財政対策債

170

歳

入

歳入
4,685

県税 1,885
地方交付税 873
県債
うち臨時財政対策債

227

県税 ＋15億円

地方交付税 ▲87億円

臨時財政対策債 ＋57億円

▲15億円 (一般財源ﾍﾞｰｽ)

H19当初予算 H20収支見通し H20当初予算

●収支見通し（歳入）との比較

歳出
5,073

人件費 1,746
扶助費 353
公債費 700
投資的経費 878
その他経費 1,396

歳出
5,220

人件費 1,750
扶助費 380
公債費 750
投資的経費 910
その他経費 1,430

歳

出

財源不足
３２０億円

財源不足
４００億円

財源不足
４２１億円

歳出での見直し

歳出
4,936

人件費 1,732
扶助費 366
公債費 746
投資的経費 757
その他経費 1,335

★財源不足への対応
（一般財源ベース）

《歳出》▲170億円

人件費 ▲ 40億円

事業費等 ▲130億円

《歳入》＋251億円

基金取崩 ＋ 95億円

県債発行 ＋108億円

県有地売却 ＋ 48億円

・環境事業公社への出捐金等

＋6億円

＋6億円 (一般財源ﾍﾞｰｽ)

●収支見通し（歳出）で見込んで

いなかったもの（主なもの）

財源不足の拡大

【解説】

収支見通しにおいて、平成20年度は社会保障関係経費や公債費（県債の償還金）の増とともに、警察本部庁舎
建設の本格化による事業費の増など、歳出面で大幅に増加すると推計され、税収の伸びを一定程度見込んでも、
財源不足（収支不足）額は400億円に拡大するものと見込んでいました。

平成20年度予算編成において、歳入面において、県税収入は見通しを上回る額を確保できると見込めるものの、
一方で地方交付税がさらに減少することが判明し、新しく創設されました「地方再生対策」分の増（臨時財政対
策債での拡大分）を加味しても、歳入が減少し、一層厳しい状況となりました。また、歳出面では、当初見込ん
でいなかった環境事業公社への出捐金の増等により、結果として財源不足額は全体で421億円に拡大しました。

こうしたことから、人件費の削減や旅費等の内部事務経費の一層の節減などの取り組みを行いましたが、それ
でもなお不足する額に対しては、基金の取り崩しや財源対策的な県債の発行で対応することとしました。


